
弟子屈町地域公共交通活性化協議会
弟子屈町

平成２０年３月１０日設置
平成２１年３月１３日連携計画策定

概 要

弟子屈町は、摩周湖、屈斜路湖等の景勝地を有し毎年多くの観光客が訪れるが、通過型観光が主流であるとともに、その多くがマイカー
を利用するため、排気ガスによる自然環境への負荷が懸念され、また、高齢者等の貴重な交通手段である路線バスも近年利用者数は減
少傾向であることから、環境負荷の小さい摩周湖アクセスの確立、生活路線の維持に向けたバス路線の再編・ダイヤの見直しによる利便
性の向上・観光交通としての活用、ボランティアガイド体制の充実と組織化等を行い、魅力ある公共交通の創出と利用促進を図ることによ
り 環境にやさしく 生活交通と観光交通が 体とな た地域交通体系の構築を図る

○環境負荷の小さい摩周湖アクセスの確立（２１年度～ ）
【摩周・屈斜路環境にやさしい観光交通実証運行】

り、環境にやさしく、生活交通と観光交通が一体となった地域交通体系の構築を図る。

屈斜路湖

摩周湖

川湯温泉駅

川湯温泉街

ボランティアガイド
体制の充実と組織化

・摩周駅－第一展望台、屈斜路ﾌﾟﾘﾝｽﾎﾃﾙ－第一展望台間の２つの
バス路線を実証運行し、公共交通機関のアクセスを充実

・バイオディーゼル燃料（ＢＤＦ）搭載による環境負荷の低減
【弟子屈2Daysえこパスポートの発行】
・ＪＲ釧網線（川湯温泉～摩周駅）と町内全ての路線バスが1 000円

バス路線の再編・
ダイヤの見直し

ＪＲ釧網線（川湯温泉 摩周駅）と町内全ての路線バスが1,000円
のみで2日間乗り放題

・レンタサイクルの無料貸出特典（一部路線バスにも搭載可）
・手荷物無料預かり、宿泊先への無料搬送特典
・町内70の協賛施設での飲食・宿泊等料金の割引特典

第一展望台

環境負荷の小さい
摩周湖アクセスの確立

町内周遊フリーパスの発行

○バス路線の再編・ダイヤの見直しによる利便性の向上・
観光交通としての活用（２１年度～ ）

・通学や通院、買物、観光などバスの利用目的に応じた路線 の再編
やＪＲとの接続を考慮したダイヤの見直しを行いながら地域公共交

弟子屈市街地

やＪＲとの接続を考慮したダイヤの見直しを行いながら地域公共交
通と観光交通との融合・連携を目指す。

○ボランティアガイド体制の充実と組織化（２１年度～ ）
・来訪者への地域情報の提供やおもてなしの観点から、総合インフォ

国土地理院発行２０万分の１地勢図より

バス路線の再編・ダイヤの見直しによる
利便性の向上・観光交通としての活用

摩周駅

ボランティアガイド
体制の充実と組織化

来訪者 の地域情報の提供やおもてなしの観点から、総合インフォ
メーションセンターを駅舎内に設置し、ＪＲにより来訪する観光客へ、
町民ボランティアガイドがバスの接続案内や着地型観光の情報発信
を行うための体制の充実と組織化を行い、 地域交通の魅力向上と
利用促進を図る。



八戸市地域公共交通会議 平成１９年６月１３日設置
平成２１年３月１８日連携計画策定

青森県

八戸市
市内幹線軸の便利さ向上！

○ 市内幹線軸等間隔運行・共同化プロジェクト（八戸駅～
中心街）
・八戸市交通部と南部バスの共同運行
運行ダイヤの平準化（10分等間隔）

市内幹線軸の便利さ向上！

・運行ダイヤの平準化（10分等間隔）
・共通定期券制度の創設
・バス時刻表、行き先表示、バス乗り場の統一化

○小型乗合交通ビジネスモデル化プロジェクト

・夜間の小規模需要時間帯に新幹線駅から中心街までの区域にお夜間の小規模需要時間帯に新幹線駅から中心街までの区域にお
いて、乗合タクシー「シンタクン」を運行

○「育てる公共交通」（協働交通）構築プロジェクト
主に市単独補助路線などを対象に沿線市民等の積極的関与を前

提として必要不可欠な「移動確保」を図るとともに、沿線市民等やサー

「地域の生活に使える」公共交通モデルへの転換！

○「バスマップはちのへ」発行プロジェクト
３事業者共通のバスマップを発行し、試供的に転入者等に提供

するとともに、モビリティ・マネジメント・ツールとしての活用方策を

まちなか公共交通の「わかりやすさ」倍増！

提として必要不可欠な 移動確保」を図るとともに、沿線市民等やサ
ビスプロバイダー（乗合交通事業者）による「努力」を還元できるような
支援スキームを確立する。

「手軽に乗れる」バスサービスの実現！

するとともに、 ビリティ ネジメント ツ ルとしての活用方策を
検討する。

○来街者対策バス情報案内プロジェクト
中心市街地において、路線バスに関する「わかりやすい」のりば

案内や行先案内等の情報を提供する。

○企画乗車券企画・商品化プロジェクト
小グループで利用可能なお得感のある一日乗車券などの商品

を企画し、期間・地域限定での試行を行なう。



三条市地域公共交通協議会

新潟県三条市は、平成19年度に「三条市地域公共交通協議会」を設置し、翌概 要

平成１９年１１月９日設置
平成２０年３月２７日連携計画策定

新潟県 条市は、平成 年度 条市地域公共交通協議会」を設置し、翌
平成20年度から、地域公共交通の見直しに関する社会実験を実施しており、
本年度は実験３年目の最終年を迎えます。

この社会実験を踏まえ、将来の交通体系のあり方について検討し、三条市の
新たな公共交通の確立を目指してまいります。

概 要

新 な公共交通 確 を目指 ま ります。

三条市全体図 三条市 位置図

○地域コミュニティバスの実証運行

地域で運転手を確保し 乗降場所を地域で運転手を確保し、乗降場所を
設定して行う定時定路線運行
・主な利用目的：通院、買い物
・使用車両：ワゴン車両

井栗コミュニ
ティバス

循環バスの
デマンド化

○循環バスのデマンド化実証運行
市街地のバス停を対象としたデマンド運行

ティバス

市街地

デマンド化

下田地区
デマンド交通

市街地のバス停を対象としたデマンド運行
・予約方法：電話
・主な利用目的：通院、買い物
・使用車両：タクシー車両

下田地区
（山間部）

高校生
通学ライナー ○下田地区デマンドバス実証運行

下田地区の利用者の自宅と目的地を対象と
した定時デマンド運行（長沢駅跡でバス路線と
接続）○高校生通学ライナー実証運行

基幹バスと連携させた市街地 の高校通学に特化
接続
・予約方法：電話
・システム：東京大学大和システム
・主な利用目的：通院、買い物、日帰り入浴
・使用車両：ジャンボタクシー

基幹バスと連携させた市街地への高校通学に特化
した定時定路線運行
・主な利用目的：通学
・使用車両：大型バス、中型バス



南房総市地域公共交通活性化協議会

概 要

計画事業（３年目）

南房総市

○合併前の旧町村の事情により廃止代替バス等が運行されているが、サービス水準の違いがあるほか、ネットワークが充分で
ない状況にあり、合併後の公共交通ネットワーク構築の住民ニーズが高い。

○地域内交通のネットワーク構築を目指し、乗合バスを含めた全ての交通について南房総地域全体を俯瞰した広域的交通環境
の整備を推進し 幹線としての快速バス「うらら」の実証運行を開始した また 小規模需要地域における実情に合わせた運行

概 要

○ 活性化の目標・方向性
小規模需要地域等においては 運行地域の地形 集落の配置

の整備を推進し、幹線としての快速バス「うらら」の実証運行を開始した。また、小規模需要地域における実情に合わせた運行
形態として、デマンド型乗合タクシーの実証運行を開始した。

・小規模需要地域等においては、運行地域の地形、集落の配置
や運行便数の補完を目的とし、デマンド型乗合タクシーによる
支線運行により、交通結節点においてバス路線との接続を重
視した運行により、効率的な再編を目指す。

・地域住民の生活系交通と、来訪者の観光系交通を融合させた
地域交通ネットワークを構築し、地域公共交通の維持と活性
化を図る。

○ 事業の内容
【快速バス「うらら」の実証運行（２０年１０月～）】【快速バス「うらら」の実証運行（２０年１０月～）】
・鉄道や高速バスとの接続ダイヤを考慮
・高速バス、快速バス、路線バスの結節点である枇杷倶楽部バ

ス停では、バスポールを一本化し、時刻表等をわかりやすく改
善
東 本 旅 商 げ も うなど 観光客等・ＪＲ東日本の旅行商品に取り上げてもらうなど、観光客等の二

次交通として発揮
【デマンド型乗合タクシーの実証運行（２１年１０月～）】
・市内全てのタクシー事業者の参画し、既存の設備を利用して共

同運行する仕組みを構築同運行する仕組みを構築
・沿線の病院とタイアップし、受診した帰りの乗車券を病院で負担

するなどの協力を受ける



山口市公共交通委員会

概 要

平成２０年２月１日設置
平成２０年３月７日連携計画策定

山口市概 要

【構成団体】山口市、学識経験者、自治会連合会、公募市民、社会福祉協議会、商工会議所、交通事業者、関係行政機関等
【目 標】市民生活と都市活動を支える公共交通の確立
【基本方針】①基本理念 創ろう！守ろう！みんなの公共交通～子や孫の代まで続く公共交通にしよう！

②取組姿勢 市民、事業者、行政みんなが主役となって、それぞれの役割を果たし、協働して創り育てる

１）コミュニティタクシーの導入

②取組姿勢 市民、事業者、行政み な 役 な 、それぞれ 役割を果 、協働 創り育 る
【整備方針】基幹交通とコミュニティ交通に機能分担したメリハリある交通体系の構築

２２年度計画事業 コミュニティタクシー 藤木おたっしゃ号 山口市公共交通マップ

１）コミュニティタクシ の導入
交通不便地域の交通弱者の移動手段を確保するため、地域住民が主

体となってコミュニティタクシーの導入を進める。
①本格運行への移行を判断するため、１年間の実証運行を行う。
徳地藤木地区「藤木おたっしゃ号」

②交通体系の整備方針に基づき ミ テ 交通に該当する地域 の

２）わかりやすい公共交通情報の提供
公共交通の利用のバリアのひとつである 情報の不足を解消するため

②交通体系の整備方針に基づき、コミュニティ交通に該当する地域への
新規のコミュニティタクシー導入を支援する。

山口市総合時刻表公共交通の利用のバリアのひとつである、情報の不足を解消するため
に、市内の公共交通を網羅したわかりやすい情報の提供を行う。
①鉄道・バス共通の総合的な交通マップ、時刻表の更新・配布を行う。

②インターネットによる公共交通の情報（地図情報、ダイヤ情報）の提供
を行う。

表

公共交通週間啓発イベント バス乗り方教室

３）公共交通を利用する動機付けとなる事業

公共交通の利用を促進するために、公共交通に対する市民の意識の
高揚や利用の動機付けとなる事業を実施する。
①市民公共交通週間を設定し イベントの開催や啓発チラシの配布を行①市民公共交通週間を設定し、イベントの開催や啓発チラシの配布を行
い、公共交通に対する理解を深め、愛着、関心を喚起する。

②パークアンドライド実証実験事業を行い、公共交通利用への動機付け
や、新たな需要の創出を図る。


